
館長 澤田篤子 

  皆さん、ESDということばをご存

知でしょうか。現在、環境、貧困、

人権、平和、食料など解決が迫られ

るさまざまな課題を抱え、持続不可

能な社会状況が危惧されています。

そのため、地球規模でこの課題解決

に取り組むべく、2005年にユネスコ

よりESD（Education for Sustaina-

ble Development）、すなわち「持続

可能な開発のための教育」が提言さ

れました。以来、日本では学習指導

要領にもその理念が反映され、各地

でさまざまな形態・規模で行われて

います。洗足でもESDの理念に基づく

取り組みがなされており、皆さんの

中にもその一翼を担っている方がお

られましょう。 

 このような取り組みに図書館は力強

い存在となりえます。図書館は現実

の数多の問題解決に向けた知識や知

恵の宝庫であり、その取り組みを企

画する上でのコミュニケーションの

場、すなわちラーニング・コモンズ

Learning Commons（共に学ぶ共有の

場）を提供することもできます。ま

た自身の学びや活動が持続可能な社

会の発展にどのように繋がるのか、

ということを振り返る場ともなりま

しょう。 

 洗足では、目標の一つに社会に求

められている能力の育成を掲げてい

ますが、それはESDの理念にも通ずる

ものです。この夏、図書館裏に新校

舎「アンサンブルシティ」が竣工

し、皆さんの学び、特に座学系の授

業やさまざまな形態のアンサンブル

の拠点となります。図書館と新校舎

とは1階の連絡通路で繋がり、行き来

が便利になりますので、今以上に図

書館を活用していただき、皆さんの

日々の学びや活動が持続可能な社会

形成に繋がっていくことを期待して

おります。 

 なお、図書、楽譜、視聴覚資料の

購入は、洗足の学生・教職員であれ

ばいつでも申請できますので、どう

ぞ積極的にお申し出下さい。ご来館

を心よりお待ちしております。 
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【図書】 

書名：『音楽学研究室の放課後  

           ― 10年間の暴走日記 ― 』 

著者：髙松晃子 

出版：ヌース出版 

定価：2,052円 

ISBN：978-4-902462-11-1 

 ボーっとする時間にこそ生産性を

上げている、という音楽学者が、大

学生活や日常生活の何気ない場面で

「音楽」について思いを巡らせる

エッセイ集。 

 

音楽学者というと、「理屈っぽい」

「無心に楽しめばよい音楽を、専門

用語で小難しくこねくり回すのが好

きな人種」、というイメージが世間

にあるかもしれない。しかし著者髙

松氏の文章は竹を割ったようで、と

ても清々しい。 

 

本書の切り口は、「ずれ」の美学に

ある。例えば、「ロマン派作曲家の

ピアノ作品楽譜を「図形」として観

察したら、何がみえてくるか?」、

「なぜビートルズは、クラシック畑

の作曲家には思いもよらない斬新な

和声進行、複雑な和音を思いつくこ

とができたのか?」はたまた「調律

としての平均律とマングースとの共

通点は?」。勿論読後のお楽しみだ

が、大切なのは答え(というより著

者の解釈)そのものよりもこうした

視点に至るプロセスだと、私には思

えた。ここにはふとした「気付

き」、常識ではくだらないの一言で

一掃されそうな「発見」へのこだわ

りからみえてくる別世界、すなわち

「新しい価値観の理解」がある。こ

こでの「気付き」には、教員と学生

との世代間交流 (ある意味で異文化

交流? )からもたらされたものもあ

る。現代日本社会の若者を取り巻く

意識的/無意識的「音楽観」の洞察

が鋭く面白い。 

収録されたエッセイには、その時々

の調査研究成果や、ある時期著者が
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特に関心を払った話題や視点の披

露もある。例えば「伝統音楽とは

何か、グローバル化時代における

伝統の在り方とはどのようなもの

か」または「人生最期に聞いてい

たい音楽とはどんな音楽なの

か」。一方で10年間貫かれた、著

者の思考の核とでも呼べる要素も

みえてくる。「問題意識を持つこ

と」そして「一つの音楽にとこと

ん関わること」。そこで得た知性

や感性を基に己を客観視・相対視

し、異なる音楽との関わりにおい

て応用を利かせるため、だそう

だ。髙松氏は早い時期に、音楽学

の使命とは「さまざまな音楽のあ

り方や、身の回りで起こっている

日常的に不思議なできごとを解明

して、複数の価値観が認知される

ように日々奔走する」ことと述べ

ている。ご専門はスコットランド

の民族音楽だが、「西洋音楽史の

巨匠たちでさえ、扱いようによっ

ては民族音楽学のテーマになり得

る」のだから、全ての音楽/音楽家

が関係する。 

 

エッセイは思考の触媒だと、私は

思う。私もそうであったように、

この本に触発された人はおそら

く、自分が今行っている音楽とは

何なのか、そして社会とどのよう

に関わっているのか、を考えるこ

とだろう。その意味で、実はこの

本は音楽哲学書なのだ、というこ

とが読むと分かるのである。  

＜私の推薦図書＞ 

【田崎 直美 先生（音楽学部、 音楽学コース）】 



Page 3 第六巻 第二号 

＜私の推薦図書＞ 

【堀 純子 先生（短期大学 幼児教育保育科） 】 

【図書】 

書名：『死を招いた保育』 

著者：猪熊弘子 

出版：ひとなる書房 

定価：1,728円 

ISBN：978-4-89464-168-6 

 2005年8月10日、埼玉県上尾市立

上尾保育所で四歳男児の死亡事故

が起きました。死因は熱中症でした。

両親は刑事裁判と民事裁判を起こ

し、本書はその裁判記録を基に、一

人のジャーナリストが徹底的に事件の

真相に迫ったものです。 

 事件当日、男児がいなくなったこと

に気づいて捜索したところ、廊下の隅

にある本棚の下の戸のついた小さな

収納庫の中で見つかったのですが、

すでに意識不明となっていました。散

歩から帰ったあとの確認を怠った上、

その後の園児の動向を把握していた

保育士が誰もいなかったので、発見

が遅れたのです。しかし、事件発生は

当日の問題だけが原因ではありませ

んでした。本事件はまさに「起こるべく

して起こった人災」、すなわち「防ぐこ

とが可能であった事故」であったこと

が明らかになってきます。問題が指摘

されていた収納庫を放置していたとい

う環境整備の点、そして、保育士と保

護者との関係や自由保育のあり方な

ど日々の保育の中にも問題があった

のです。それらに真摯に向き合ってこ

なかった姿勢や、事件後の園や市の

対応についても触れられ、なぜ再発

防止が難しいのか、その一因を知るこ

とができます。 

 タイトルは衝撃的で手に取ることを

ためらうかもしれませんが、保育者を

目指す人はもちろん、子どもを預ける

保護者の立場としても読んでみてほし

い一冊です。不慮の事故による乳幼

児の死亡が多い我が国の現状と課題

について考えさせられます。 
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【図書館員からの推薦コーナー（図書） 】 

【図書】 

書名： 音大生のための就職徹底ガイド 

     こんなにある、音楽の知識と経験が生かせる仕事 

著者： 新村 昌子   

出版： ヤマハミュージックメディア 2011年  

定価： 1,600円 （税別）  

ISBN： 978-4636866469 

【図書】 

書名： 「音大卒」は武器になる 

こんなにある、音楽の知識と経験が生かせる仕事 

著者： 大内 孝夫 

出版： ヤマハミュージックメディア 2015年  

定価：1,600円 （税別） 

ISBN： 978-4636910650 

 武蔵野音楽大学器楽科ピアノ専攻卒業の著者が自分の経験を元にアドバイ

スをしている。とにかく、「早め早めの対策」が一番大切、また一般常識対策と

英語など語学の習得も就職には必要である。さらに、音楽の一般常識として

「これだけは聴いておきたいクラシック名曲１００選」などで紹介されている曲は 

直ぐにメロディーが浮かぶようにしておこう。"恐ろしいことに音大生がけっこう

知らなかったりする"との指摘。準備の段階、仕事の紹介、自分の磨き方につ

いて丁寧に解説・指南している。 

 就職を考えている人にとっては当然だが、まだ就職は考えていない人にもお

勧めの一冊である。 

 みずほ銀行出身で現在武蔵野音楽大学就職課勤務の著者によれば『音大で

の経験』は社会で生きるための強力な武器になり、音楽を通じて学ぶこと、音大

で身に付くスキルなどは、あらゆる分野に応用できると2部構成で力説。 

第1部 音大卒を武器にする、では音大生のメリットを生かすためのアドバイス

が、第2部【実践編】音大生の就職マニュアルでは、企業の選び方、エントリー

シートの書き方や筆記試験・面接対策まで具体的に説明してある。 

 

表紙より 

 「音大を出てどうする？」の答えが見つかる！ 

  音大がもっと好きになる！  
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【図書館員からの推薦コーナー（図書） 】 

【図書】 

書名： TPP亡国論 

著者： 中野 剛志   

出版： 集英社  2011年  

定価： 821円 （税別）  

ISBN： 978-4087205848 

 TPPを推進する経済産業省の官僚が、退職後、京都大学在籍時に執筆したTPP参加反対論のベ

ストセラー。 東日本大震災時に出版され、出版直後に、本書の印税収入の半分を日本赤十字社

東北関東大震災義援金として寄付している。 現在、筆者は経済産業省に戻っている。 

 TPP（環太平洋経済連携協定）は2013年3月に安倍首相が交渉参加を表明して、現在締結に向

けて大詰めを迎えている。もともと、シンガポール、ブルネイ、チリ、ニュージーランドの4カ国の経済

連携協定として締結されて、2010年米国、オーストラリア、ベトナム、ペルー、マレーシアなどが参加

していた。 

 本書執筆時の2011年、日本では、民主党政権、マスコミ、経済界、全てが盲目的に賛成論者に

なっていることに対して、筆者は非常に強い危機感を抱いており、本書を通じて、日本人の戦略的

思考回路を回復させることを試みると主張。 著者は、TPPは事実上、日米2カ国の自由貿易協定

（FTA）に過ぎないと主張する。リーマンショック後の世界経済構造の変化、貿易の意義、農業問

題、輸出主導の成長論を通じて日本への警鐘が続く。 国としての戦略的思考の大切さを、TPP反

対を唱えながら訴えている。 

【図書】 

書名： 「ネットの自由」vs. 著作権 

著者： 福井 健策 

出版： 光文社 2012年  

定価： 799円 （税別）  

ISBN： 978-4334037079 

 著作権に精通した弁護士の著者が、TPPを通じて米国が推し進める知財強化ルールを検証す

る。TPPは関係ないと思っている人にも、著作権保護期間の70年への延長、非親告罪化、など実は

大きな影響を受けることがわかる。 

 知財強化の背景として著者が指摘するのが、コンテンツ産業のマーケットの縮小である。 

国内の音楽CD産業の売り上げが1998年から2010の約10年間で1/3になった。音楽のコンテンツ産

業は衰退傾向の流れの中、唯一ライブイベントが堅調に推移しており、従来の収益モデルの中心

だった音楽CDは現在はプロモーションツールに位置づけが変わり、ライブイベントが取って代わっ

てきた。 

 音楽ビジネスと著作権は切っても切れない関係だが、ネットで台頭するフリーのビジネスモデルや

EUなど海外でのネットの自由を求める新しい動きなど、著作権法関連の世界の動向は今後はます

ます複雑になると予想している。ネット社会の一員として、音楽関係の仕事に携わる人には目を通

して欲しい。 
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【学生リクエストのご案内 】 

希望する楽譜やＣＤ、図書などが図書館に所蔵されていない場合、学部生、大学院生、 

専攻科生、短大生の皆さんは、以下の要領にて資料購入をリクエストすることができま

1. 対象 ・原則として、学習・研究活動に使用する楽譜、CD・DVD、図書等  

2. 価格等の条件 ・ 原則として1点当り1万円以内、月に5点以内、年間で合計30点以内。 但し、学

習・研究活動に必要と認められる場合は、1万円超の資料でも受け付けることとします。  

3. 申し込み方法 ・ 図書館内のリクエスト専用パソコンにて、所定の項目に入力をお願いします。 

4. 審査 ・ 図書館委員会の先生方に購入の可否を審査していただきます。審査の結果、 購入が見

送りとなった場合は、リクエスト専用パソコンにてその旨ご連絡します。  

5. 入荷のご連絡 ・ 資料入荷後、装備、データ登録等を行なって、閲覧・貸出可能となります。 閲覧

可能となった際には上記同様、リクエスト専用パソコンにてご連絡します。  

その他、不明な点がありましたら、図書館カウンターまで問い合わせてください。 皆さんの学習・研究

活動を充実させるため、リクエスト制度を大いに活用して下さい！ なお、楽譜等の探し方がよくわから

ない、本当に図書館にないか確認してほしい、 などといった場合は、図書館サポーター（平日の13時

から18時まで受付）、もしくは 図書館職員に相談してください。  
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【図書館からのお知らせ 】 

2015 図書館便り Page 8 

 ○  図書館では8月に、Windows パソコンを入替ます。 

    導入後５年を経過し不具合の発生が多くなってきたので 

    3101教室で使用していた Windows パソコン５０台を図書館用として 

    導入します。 

発行： 洗足学園音楽大学附属図書館 

    洗足こども短期大学附属図書館 

発行日：2015年７月25日 

＜図書館パソコンを更新します ＞ 

＜学生リクエスト受付中です＞  

 ○  図書館に本、絵本、楽譜、CD、DVDが無い場合 

   学生の方もリクエストが可能です。 

   図書館１階のリクエストパソコンで申し込みをしてください。 

   

   不明な点は、図書館スタッフにお問い合わせください。 

＜図書館夏期休業と停電に伴うOPAC停止のお知らせ ＞ 

 ○  図書館は 2015年8月8日（土）～8月23日（日）は、夏期休業のため 

    閉館です。 

 

    また、学内停電に伴い、OPACは下記の期間学外からのアクセスも 

    できませんので、ご注意ください。 

    8月12日（水）16:00 ～ 2015年8月14日（金）13:00 
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